平成20年度　数学科学習指導案

埼玉県立○○○○高等学校

指導教諭：　　　　　
教育実習生：　　　　　
１，日時：　平成20年6月13日（金）　1時限目（8:55～9:45）
２，学級：　1年7，8組　29名（男子20名，女子9名）
３，教科書：　新編　数学Ⅰ（数研出版）
４，題材名：　第2章　2次関数
５，題材について

（１）題材観

この章では、「2次関数とグラフ」、「2次関数の値の変化」、「2次不等式」について学んでいく。グラフを用いて、視覚的に問題解決をする。
（２）生徒観

生徒は、落ち着いて授業に取り組んでいる。理系クラスであり、数学に対する学習意識が高い。しかし、集中力に欠ける場面もしばしば見受けられる。そこで、こちらからなるべく多く発問し、生徒の活発な意見を授業に取り組むことで、集中力の持続を図りたい。
　（３）授業観
授業の開始と終了をチャイムと同時に行うように心がけている。本授業では、生徒の個々の実態に合わせて発問を工夫し、多くの生徒が答えられるようにしている。また、問題練習の際、早く終わってしまった生徒には、周囲の生徒に教えるように指導している。
６，指導計画
第2章　2次関数（19時間）

　　　　第1節　①関数とグラフ・・・・・・・・・・・・・・・２時限
　　　　　　　　②2次関数のグラフ・・・・・・・・・・・・・６時限
第2節　③2次関数の最大・最小・・・・・・・・・・・３時限（本時　2/3）
④2次関数の決定・・・・・・・・・・・・・・２時限
　　　　第3節　⑤2次関数のグラフと
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軸の位置関係・・・・・２時限
　　　　　　　　⑥2次不等式・・・・・・・・・・・・・・・・４時限
７，観点別評価基準
　（１）数学への関心・意欲
・問題を積極的に解くことができる。

　（２）数学的な見方・考え方
・グラフから最大値・最小値を判断できる。
　（３）数学的な表現・処理
・ポイントを押さえた見やすいグラフがかける。
　（４）数学的な知識・理解
・二次関数
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の式を平方完成できる。

・平方完成した式からグラフがかける。
８，本時の学習指導

　（１）前時の学習指導

　2次関数の定義域が実数全体である場合の、最大・最小を学んだ。その際、グラフを用いて解くことを意識させた。なお、平方完成の計算の重要性から、丁寧に計算を行うよう指導している。
　（２）本時の目標

定義域のある場合の、2次関数の最大・最小の問題を、グラフを用いて解くことができる。
（３）本時の学習過程　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☆評価
	区分

(時間)
	教師の活動
	学習活動
	指導上の留意点・評価

	出欠

(3分)
	・出席確認（点呼）
	・大きな声で返事をする。
	・大きな声を出すように促す。

	導入

(15分)
	・定義域が実数全体である場合の最大・最小の確認をする。
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・定義域に制限がある場合の、最大・最小の問題を解く。
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問題を解かせる。
・生徒を指名し、板書させる。

・（１），（２）は穴埋めなので、途中まで解答を板書する。

・机間巡視をする。

・板書をよく観察し、答えが合っているかどうか、確かめておく。
	・2次関数の最大・最小を求めるとき、グラフを使って解く。
・定義域に制限がある場合の最大・最小はどうなるか考える。
　　・練習19を解く。
（１）値域
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=－2のとき最大値4
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=－1のとき最小値1をとる

（２）値域
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=－2のとき最大値8
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=0のとき最小値0をとる

（３）値域
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=0のとき最大値0
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=2のとき最小値－4をとる

（４）値域
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=0のとき最大値0
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=－2のとき最小値－8をとる
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黒板に注目させる。
1 上に凸か下に凸か？

2 頂点、軸は？
3 頂点は、定義域に入っているか？
・①，②，③をしっかりと押さえる。

・（１），（２）は時間短縮のために穴埋め問題にする。（３），（４）は生徒に解答を書かせる。（指名）

☆問題を積極的に解くことができる。（関心・意欲）
・頂点を入れないで値域を
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とする生徒に注意。

・
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とする生徒には、数直線上で考えさせる。



	展開

(30分)
	・定義域に制限がある場合の二次関数
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の最大・最小の問題を解く。
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・説明するとき
（１）下に凸の放物線→軸から遠いほど
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の値は大きい。
（２）上に凸の放物線→軸から遠いほど
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の値は小さい。
ことを一通りいっておく。
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・問題を解かせる。

・生徒を指名し、板書させる。

・机間巡視をする。
・板書をよく観察し、答えが合っているかどうか、確かめておく。
	· 二次関数
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の最大・最小はどうなるか考える。
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・平方完成を確認する。
・練習20を解く。
（１）
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=－2のとき最大値13
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=1のとき最小値－2をとる

（２）
[image: image23.wmf]x

=1，3のとき最大値－2
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=2のとき最小値－3をとる

（３）
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=4のとき最大値1

[image: image26.wmf]x

=3のとき最小値－2をとる

（４）最大値なし

[image: image27.wmf]x

=2のとき最小値－3をとる


	・黒板に注目させる。

①平方完成できるか？

②上に凸か下に凸か？

③頂点、軸は？

④頂点は、定義域に入っているか？
・頂点が様々な位置にあるが、解くときにポイントとなるのが④である。頂点が、定義域に入るか入らないかで、どうなるのか？グラフを見て考えさせる。
☆グラフから最大値・最小値を判断できる。（見方・考え方）
・平方完成まで、生徒全員に確認する。
・必ずグラフをかくことを強調する。
・机間巡視を行い、グラフがかけているか確認する。

☆ポイントを押さえた見やすいグラフが描ける。（表現・処理）

	まとめ
(2分)
	・本授業のまとめをする。
・次回の予告をする。
	・定義域に制限がある場合についての最大・最小を学んだ。

・次回の予習をしてくる。
	「目標が達成できたかどうか？」

・問題を何問正解できたか、挙手をさせる。
・定義域のある場合の、2次関数の最大・最小の問題を、グラフ用いて解くことを理解させる。


計50分授業
次の関数の値域，最大値，最小値を求めよ。


例８


関数� EMBED Equation.3  ���　   


例９


関数� EMBED Equation.3  ���





次の関数の最大値，最小値を求めよ。


例題５　


（１）� EMBED Equation.3  ���


（２）� EMBED Equation.3  ���











【手順を明確に示す。】（黒板掲示）


１．平方完成する。


２．点線のグラフをかく。


３．定義域を実線でかく。


４．グラフを使って問題を解く。








【定義域】� EMBED Equation.3  ���の値の範囲


【値域】� EMBED Equation.3  ���の値に対応する� EMBED Equation.3  ���の値の範囲（黒板に提示する）








練習２０　関数� EMBED Equation.3  ���の定義域として次の範囲をとるとき、各場合について、最大値と最小値を求めよ。


（１）� EMBED Equation.3  ���　　（２）� EMBED Equation.3  ���


（３）� EMBED Equation.3  ���　　 （４）� EMBED Equation.3  ���





練習１９


次の関数の値域と最大値，最小値を求めよ。


（１）� EMBED Equation.3  ��� 


（２）� EMBED Equation.3  ���


（３）� EMBED Equation.3  ���


（４）� EMBED Equation.3  ���
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